平成１９年（ワ）第１９０４・４２７９号　ボランティア基金返還等請求事件

原　　告　　鎌　　田　　ま り み　外３４名
被　　告　　アーク・エンジェルズこと林俊彦

原 告 準 備 書 面（１６）

平成２１年　４月１６日

大阪地方裁判所

第１１民事部合議Ｈ係　御中

原告ら訴訟代理人弁護士　　辻　　　　　公　　　雄
同　弁護士　　吉川法生
同　弁護士　　大西克彦
同　弁護士　　阪口徳雄
記

準備書面(被告１２)に対して
　１．被告は、裁判関係資料がネットに公開されていることをプライバシー侵害や目的逸脱等と主張し、一切の資料の提出、釈明、調査嘱託等に対し、反対ないし非協力を宣言してきた。
　２．ネットの問題は、本件裁判と関係はないが、一応反論しておく。

　　　裁判資料のネットへの掲載の可否については、意見の分かれるところである。運動上、また更なる証拠収集のためもあり、個別に判断されなければならない。

　　　被告指摘のネット記事は、原告の一部が個人の判断のみでしており、裁判の遂行とは関係のないことである。

　　　原告代理人の関与を釈明するなど問題外のことである。

　３．本裁判は、多額の金の行方が問題であり、被告がそれを説明しようとしないので、原告が已む無く釈明や資料提出を求めている。

　　　原告の要求に応じると被告に不利な情況が出てくるので、被告は全く次元の異なることを口実として、事実の解明を妨害しようとしている。この一事をもってしても被告のやってきたことの不当性は推察される。
　　　なお、上訴の場合のことも考え、原告は次の主張を明記しておく。

　原告の調査嘱託の請求や釈明要求は撤回したわけではなく、特に釈明要求に対しては、裁判所から被告に指示されることを求める。
以上
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